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「 雲レ－~＇＇FALCO山って即位頂雲底高問徴 7
0井上梓、久慈誠（奈良女子大学理学部）、鷹野敏明（千葉大学）

甚且レ問的 一
一一一一一一一」雲は気候形成のメカーズムをコントロールする要因のーっとして重要な役割を果たしている。具体的には、赤外放射を吸収することによる温室効果と、太陽放射を
反射することによる冷却効果の相反する性質在待つ．
また、地表面における地E事政射は雲底高度に強〈依存している（1)0しかし、雲は時空間変動が大きく、形状や分布も多種多織であるため、詳細な観測は容易ではない。そのた
め、雲の動態を把握することは、地表面における放射』収支推定の改善に役立つと期待される。そこで本研究では、リモートセンシングデー脅から得られた雲底・婁頂といった雲層高
度の解析を行い、その変動を飼べることを目的とする。

本研究では、雲レーダ観測デー舎の解析を行う。デ－ヲは千葉大学より提供を受けた。
観測地点は鹿児島県奄美大島（28.44・N,129.70・E図1）であり、解析期聞は2003
年3月15日から4月13日である。この期間は、AsianAtmospheric Particle 
Environmental Change Studies(APEX）における春期集中観・潤期間であった．

く雲粒子観測用レーダFALCON-I> 
FM-CW RAdar for Cloud ObservatioNs(FALCON-I ）は、
信号を発射し雲などの目標物で散乱されて戻って来た電波を
受け取り、対象の密度や粒径についての情報を得る。尚、空間
分解能lま9.1mX 0.2・、時間分解能は1msecである（2).
尚、鍵供していただいた観測デ－$1は観測結果の画像デー舎
のみのため、本研究ではこの画像から雲の検出を行う。観測
デ－$1函像から、レーダ反射因子の値で闇値を設定し、雲!Ji-
雲底高度を数値デ－$1として取り出した。

園、観測地点IG皿唱leMap) 

解析結果と考察

2003年3月19日19時～20日18時（JSTJの検出結果を時系列でプロットしたものを図3
に示す。図3より、おおよその雲の形を後出できていることが分かつた。
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図3:2003年3月19日均時～20日18時の.-60[dB勾の聞値での検出結果．元画像デ一世
に検出結果のプロットを重ねて表示．縦軸l立高度（km上繍輸は時刻‘赤のプロットが雲頂高
度、膏のブロ‘ノ卜が璽底高度を表す．

期間全体について倹出した場合の、雲Ui ·S~高度の日平均値を図51こ示す．
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まとめと今後の展望

観測デ－$1薗像において、画像中のカラ－，fーのRGBI直と、レーダ反
射因子の値の対応をとり解析を行う。まず、PDF形式の元画像から、処理の行いやす
いppm形式の画像に変換する。ppm形式の画像において、カラーの状態からグレース
ケールに変換し、グレースケールの値とレーダ反射因子との対応をとる。

高
度

時刻
図2慢剥画像の模式図.1マスが1ピヲセルを聾す．

図21ま観測画像の模式図を表している．
高度8km未満のデ－$11こ対して、間値
以上のもの、かつ高度方向lこ5ピクセル
以上の国まりで存在している場合に雲と
して検出する．今回の解析では、［P.
Kollias et al., 2007］を参考に、闇値を
-60 [dBZJに設定した。
同一時刻に観測されたものについて、
鉛直方向で上空から1ピクセルずつ畿み
取り、初めに後出したものを雲頂、鉛直
方向に下（地表）から処理し初めに検出
したものを雲底とし、その時間における
雲頂・雲底高度を決定する。
図2のように雲頂・雲底高度が検出され
後出したピクセルを高度（km）に変換し、
数値デ一世として取り出す。

検出した雲頂高度と雲底高度の1時間毎の平勾を図41二示す．また、日平士均値を表1
に示す。
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図4続出した雲頂高度と書店高度の1時間平岡健の宜動.ca)2003年3月20目、（b)2003年3il21日．縦軸l立
高度（阿川、繍軸は時刻．券が雲頂高度、膏が雲底高度、エラーパーは栂準備量‘破線l立高度融m垂示す．
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(1) i高村民雄，岡田格，I!・放射収支とCERES，日本リモートセンシング学会誌，1998.
鷹野敏明，高感度95GHzミリ波雲レーダの開発とその性能ー感度と空間分解能ー，電気学会論文誌A,2008 
[3] P. Kollias et al., Millimeter-Wavelength Radars -New Frontier in Atmospheric Cloud and Pr回 pitation

Research, Bulletin of the American Meteorological Society, 2007. 

千葉大学環境リモートセンシング研究センヲーのJ
高村民雄教綬に有用なコメン卜を頂きました。
御礼申し上げます。
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